
リサイクルジェット使用例

リサイクルジェット

硬貨計数機＜CM-702＞

部品の含有化学物質検査

広場の清掃をするグローリーフレンドリーの従業員

国籍や人種、宗教、性別、年齢、障がいの有無などを問わ
ず、従業員一人ひとりが能力を最大限に発揮し、活躍でき
る環境づくりを目指しています。

法律に基づき雇用延長規程を定め、60歳での定年退職後に就
業を希望する従業員について65歳まで雇用を延長する制度を設
けています。2020年度は、定年退職者64名のうち、55名が再雇用
制度を利用しました。

▶ 環境配慮型製品とその効果

当社グループは、低炭素社会の実現に向けて、より継続的な環
境保全活動に取り組むため、製品使用時のCO2排出量を2030年
に2005年比30％削減することを長期目標に掲げ、環境配慮型製
品の開発に取り組んでいます。また、お客さまの要望に応じてライ
フサイクルアセスメント（LCA）を実施し、資材調達からお客さま
の製品使用、廃棄までを踏まえた製品のライフサイクルの全段階
で環境影響を評価しています。
新製品開発時には、「省エネルギー性」や「再利用、再資源化」な
ど約60項目からなる製品アセスメントを実施し、環境影響を従来
製品と比較評価しています。このアセスメントにより、「消費電力
量低減率15％以上」「製品含有化学物質規制対応」など、当社独自
の基準を満たした製品を「G-エコ製品」として認定しています。
2020年度に開発した新製品の24%が「G-エコ製品」として認定さ
れており、金融市場向け硬貨計数機 ＜CM-702＞は、従来機に比
べて使用時の消費電力量を34％削減しました。加えて、リサイクル
可能率は90%を達成しています。

「国籍を問わず優秀な人材を採用する」ことを方針に掲げ外国
籍従業員の採用を積極的に推進しています。2020年度末時点で、
中国やマレーシア等5ケ国11名の外国籍の従業員が活躍していま
す。多様な文化的背景をもつ従業員が働きやすい職場環境の整
備を進めています。

▶ 外国籍従業員の採用

1999年に特例子会社としてグローリーフレンドリー株式会社を
設立。「人と人とのふれあいを大切にしながら、自分たちの持って
いる力を充分に発揮し、創造ゆたかな職場をつくっていく」ことを
スローガンに、主に構内美化や緑化作業、社内書類・郵便物の集
配などの業務を担っています。2020年度末時点の障がい者雇用
率は、2.39％です。

▶ 障がい者雇用

当社は2011年度より男女共同参画活動に取り組み、女性のみ
ならず、すべての従業員にとって働きやすい環境づくりを進めな
がら、女性従業員の計画的な採用や育成に注力しています。2020
年度の新卒採用者における女性比率は22.7％、女性管理職数は
21名でした。現在は、2021年4月1日～2026年3月31日までを行動
計画期間とした新たな目標を設定し、女性活躍推進に継続的に取
り組んでいます。

▶ 女性活躍推進

▶ シニアの再雇用

▶ 環境に配慮したメンテナンス製品の開発

当社は、環境に配慮しながら電気製品や精密機器に付着したゴ
ミやホコリを除去するエコ・メンテナンス製品として、エアダス
ター＜リサイクルジェット＞を開発しました。エアダスターで通常
使われている代替フロンを使用せず、産業副産物として回収され
た炭酸ガス（CO2）を噴射ガスとして充填。これにより、地球温暖
化係数が既存品に比べ約1,430分の1となりました。ボンベを着脱
式にし再利用可能としたことで、廃棄物の削減できます。同時に、
全国100ヶ所以上の保守拠点のテクニカルスタッフが保守作業時
に使用済みボンベを回収し、提携している炭酸ガス充填工場で再
充填する独自の循環型スキームも構築。2020年度は、49,672本
を充填し、販売しました。

▶ 製品含有化学物質の管理

当社グループは、RoHS指令やREACH規則、その他の法規制
で規制されている物質を「グローリー指定化学物質リスト」に指定
し、グリーン調達基準において使用禁止とするなどの管理を進め
ています。製品の構成部材の選定時に、化学物質規制の適合品で
あることを確認するほか、部材納入時には、蛍光X線分析装置で
厳密な検査を実施。また、化学物質含有量を調査し、化学物質管
理システムに登録することで、製品全体の含有量が容易に集計で
きるようにしています。さらに、新製品出荷時にはすべての製品が
関連する規制に適合しているかを検査しています。国内外のお取
引先さまには当社のグリーン調達基準に準拠した部材を納入い
ただくとともに、グリーン調達に関する覚書を締結し、含有化学物
質の情報提供をお願いしています。
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多様な従業員が能力を最大限に発揮できるよう、
人権と多様性を尊重しながら、安全で、うるおい、働きがいのある職場環境を実現します。

人材

従業員

環境配慮型製品の開発 多様性の確保

多様性の確保

■ 定年退職者　■ 再雇用制度利用者   　　　再雇用制度利用率

再雇用制度利用者数と再雇用制度利用率
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語学学校（イギリス）での様子

「GLORY Business College」の様子

「Gキッズホーム」外観

研修先（フランス）での様子

「生産本部海外グループ会社管理者研修」の様子

グローバル事業の展開を支える人材の育成のためにさまざま
な施策を実施するとともに、海外グループ会社の現地従業員との
人材交流にも積極的に取り組んでいます。まず、グローバル視点
を持つ人材を育成するために、欧米の語学学校でビジネスに通用
する語学力やスキルを習得する海外短期留学制度を設け、また海
外トレーニー制度として、グローバルに活躍できる経験とスキル
を持った人材の早期育成を目的に、海外グループ会社でOJTを
行っています。2019年度までに26名が制度を利用しました。な
お、2020年度は上記2制度ともに、新型コロナウイルス感染症の
影響により、派遣を取りやめました。

▶ グローバル人材の育成

従業員一人ひとりの成長が会社の成長につながるとい
う考えの下、多様な人材の能力開発・育成に向けたさまざ
まな施策に取り組んでいます。

■ 男性　■ 女性   　　　育児休業からの復職率　　　　

育児休業取得者数と育児休業からの復職率
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人材の育成 安全・健康な職場

ワークライフバランスの推進

人権に関する取組み

▶ 柔軟な働き方の支援

テレワークの活用を進め、在宅勤務制度やモバイルワークを導
入する等、柔軟な働き方を支援。新型コロナウイルス感染症予防
のために、在宅勤務が可能な従業員は原則在宅勤務とするほか、
業務の特性に応じて時差出勤やスプリット・オペレーション等を
実施しています。

▶ 仕事と育児の両立支援

社内保育所「Gキッズホーム」の設置やベビーシッター補助制度
などを導入。また、育児短時間勤務制度の拡充も図っています。
2013年度には、「次世代育成支援対策推進法」に基づいた施策を
推進している企業として厚生労働大臣の認定を受け、「くるみん
マーク」を取得しました。現在、2021年4月1日～2026年3月31日
までを行動計画期間とした新たな目標を設定し、両立支援に取り
組んでいます。

▶ 相談・通報制度

社内外に相談窓口を設け、人権やハラスメントに関する事項も
含めた、コンプライアンス全般に関する相談や意見を、非正規雇
用等を含む従業員から受け付けています。2020年度は16件の相
談が寄せられ、適切に対応しました。また、お取引先さまには、匿
名による通報にも対応した「お取引先コンプライアンス・ホットラ
イン」を設け、相談を受け付けています。なお、2020年度の通報は
ありませんでした。

企業行動指針に“人間尊重・人材開発・労働安全”に関する項目
を掲げ、従業員の多様性や人格、個性すなわち人権尊重を謳って
います。加えて、当社グループの全従業員ならびにビジネスパート
ナーが遵守すべき法令や倫理規範を定めた「グローリー法令遵守
規範」においても、差別やハラスメントの禁止を始めとした人権保
護に関する項目を掲げ、人権を尊重した事業活動、環境づくりに取
り組んでいます。また、各国・地域の法令等を踏まえ、「国際人権章
典」や「ビジネスと人権に関する指導原則」など、人権に関するさま
ざまな国際規範を理解し、さらに、国連グローバル・コンパクトへ
も署名・参加しています。
さらに、サプライチェーン全体における人権尊重の徹底を図る
ために、2014年3月に策定（2018年4月改訂）した「グローリーグ
ループCSR調達推進ガイドブック」に、児童労働や強制労働の禁

止、適切な賃金支払い、労働時間の管理など、人権尊重に関する
項目を設け、お取引先さまとともに遵守に向けた取組みを進めて
います。

▶ 安全な職場づくりと健康経営

安全・安心で快適な労働環境の整備と、従業員の心身の健康維
持・向上に向けた取組みを推進すべく、中央安全衛生委員会と事
業所安全衛生委員会を設置。また、本社・本社工場では、
OHSAS18001を適用規格とする労働安全衛生マネジメントシステ
ムを導入しています。経済産業省及び日本健康会議が策定する「健

康経営優良法人認定制度」大規模法人部門で、「健康経営優良法
人」に2020年から2年連続で認定されています。

また、海外グループ会社の管理者研修として、生産本部におけ
るグローバル推進を目的に、2016年度より、光栄電子工業（蘇州）
有限公司やGLORY（PHILIPPINES）, INC. の管理職７名を日本

に招き、「現地の自立化」を進める研修を実施しています。マネジメ
ント研修のほか、日本の技術やノウハウの習得、生産現場におけ
るリスクマネジメント力の強化を目指すプログラムに取り組んで
います。

▶ 経営幹部候補人材の育成

次世代の幹部人材の育成を目的に、管理職層の従業員を対象
とした「GLORY Business College」を実施しています。幹部とし
て必要なスキルや知識を習得するとともに、受講者同士の意見交
換や異業種交流を通じて、社内外のネットワーク構築にもつなげ
ています。

▶ キャリア形成に向けた取組み

能力開発研修やキャリア形成支援制度の充実等を通じて、従
業員一人ひとりに合わせたキャリアプランの実現に取り組んでい
ます。加えて、人材データベースシステムを導入し、そのデータに基
づき上司と部下の間でキャリア面談を行っています。

どこから来て、
どこを目指すのか

どう進むのか
（経営戦略）

特集
（CSV取組み） どう持続するのか どう経営するのか データセクション
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